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漁網染料の効力{第 3報〉

川崎毅一・西山作菰・中村秀男 f漁業皐敬室〉

ON THE EFFIOACY OF NET PRESER V ATIVES (3) 

G五cllIKA羽TASAKI， Sllkuzo NISHIYAMA and Hideo NAKAMURA 

(Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 

The objecもofもhispaper is to dis巴overthe efficacy of ne七 preservl凶iveson色he

weakening of co悦on-twinein位1esea. 

枇udieson the pfficacy of uet preservaもiveswere made according to MURA YAMA 

and KA W ASAKI's formula. 

(1) They make c1倒 rthe effect of proper re-dying about the "cu世CH".
(2) The efficacy of "CUTCH十 COAL--TAR"and "COAL-TAR" 九日 preservatives for 

ne悩 isvery g∞d. 
(31 肘NITTO"and "NISSEKI" neもpreservativesare ofもhesame grade as "CUTCH". 

(41 代PAINORU"and "SA1'.'YOSJKI" neもpreservatives were beももerもhan"NITTO" and 

"NISSEKI". The roもcurvesof "PAINORU" and "SA:-;YOSIKI" were similar 白

色hal， of "COAL-TAR". 

(5) The proper re-dying is efficien七forthe preserva七ionof ne旬.

さきに村山及び川崎は漁網染料の網糸に劃する染着性を問題とし、JlI崎及び上野は前報D未

腐朽期間c存在は被膜D構成及び其の固定のためであり、海水浸漬中長期に豆って斯る性質を

保持するもの程有効な染料となり得るとして、再び染料。染着陸を採り上げている。

殊に最近漁網染料として市販されるもD多く、染料の効果が問題とされ，て来ている。

筆者等は之等諸問題について一つの目安を得る目的で此の費験を官施した。

試験の結果、染着性の問題については遁切なる染替を行うととに依り可成。好結果〆期待出

来るととが立詮され、市販され，る新製品についても二、三の有効なるも0 を認め得?と。

本研究に営り絶大なる御助力を賜った西川千代三氏並びに石友清治氏に封し厚く感謝の意を

表する。

1. 材料及び方法

前報に於て試験せるものは前回と同様の方法に撮り新製品は夫々製作舎A止の魔法の指示する

所に従った。

加供試綿糸買t拾番手拾競綿糸(日本漁網舶具株式曾枇製J
伸供試染料

A.素糸(白長)
c. r tIツチJ+ r重クロム酸加里」
E. rカツチJ+ rコールタール」
G. 日東漁網染料

1.油性パイノ{ル
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B. [""カヅチJ6回染

D. コールタール

F. 日石漁網染料

H.三洋式漁網染料

J. rカツチJ6回染 (1週間伝染替〉



K. [""カツチJ6回染 (2週間毎染替〉

註.染替は上言BBに於げる 2図美容以後の要領に依り貨鈍した。

2. 試験結果

浸潰試験結果は第1表に示ナ。之iこ依り腐桁曲綿を割けば第1画。如くになる。

22.4"C 

2O.0.C 

一
万
一
回
世
間
一
円

E
一仁ト一

一一1
]

一一旦一
ω

一ω
一郎一
M
Z
Z
一山一同一山一同一四一則一比一瓜一

一一一
1
1到
刈
到
判
川
州
到
ー
到
町
一
切
一
旦
4
血
lm

一

一一E
一郎一山一山一
ω

一山一政一山一山一郎一刷一山五一郎一口一一一川

一h
Mほ
ほ
匡
は
巴
匝
は
戸
区

一一E
一一則一三一山町一口一三一
ω
一口一引一一一町

一
一
一
引
出
耳
目
百
出

44h

一L比
一
凶
匝

d
M陣
ト
ト
「
「
「
ト
L恥

J
s
一回一
ω

一m
一ω
一知一
U

一“一一一一一一一一一一…

幅
一
宮
川
広
ヨ
ル
一
ト
仁
戸
-
ト
一
川

ー
一
日
五
五
五
一
三
日
一
二
一
一
一
一
一
一
一
川

r…
一
平
」
」
」
主
計
一
」
づ
一
平
均
一
万
一
叫

-110ー



Fl1-1 
第1闘より供試染料の

防腐効果の優劣は、大間

181 "込書烹本
/ρ、、、、 推察し得るも、更に村山

161 
I 及び川崎D貫験式κ依

り未腐朽期間蛇びに、腐

朽係数を考慮に入れる

と第2圃~第12闘む如く

にt:tり1.'.1之をと表示すれ

dlbn  
ば第2表の如くになる。

以上の試験結果から
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なるため染糸に封ずる汚物の附着が甚しく未腐朽期間も小なる

値を示している。

「カツチJ(01回慮理せるものは帯解甚しく未腐朽期聞は2

週間程度に過ぎなかった。

2週間毎に染替せるものは操作。煩雑の割合に未腐桁期間が

小で、るるが1週間毎に染替せるもοは13生日を経過しでも減衰

傾向は認められなかった。

氏
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「重クロム酸加里jで麗理したものは然らざるもりに比し約2倍の未腐朽期間が見られるが

減衰傾向が急:激で問題を提供している。

「コールタール」は従来定置網に利用され来ったものであるが、今回の試験に於ても更にそ

。有効性が確認された。

「カツチJ+ rコールタール」は然らざるものに比して前回同様染料として優秀で、るる乙と
が分った。

新製品中日東及び日石漁網染料は共に「カツチJと大差は認め得られなかった。
「油性パイノ~ lL-J 及び三洋式漁網染料は「コ{ルタ~)レ」に類似した曲線をと示し染料とし

ては有効友る事が確められJこ。

以上述べた如く新製品についての浸潰賓験結果を得た。特に染着性については一つの目安を

得るととが出来た。併し未だ諸種の問題を提供している。

染替時期については2種の供試材料の傾向よりして減衰過程K入る以前に於て染替が行はれ

る事が望ましいと考えられ，る。

3.摘要

最近市販されている新潟網染料の中、日東漁網染料、日石漁網染料、三洋式漁網染料及び「油性
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パイノール」等につき、さきに付山及び川崎が行ったと同様の方法で染糸を海水に浸潰しその

漁網の未腐朽期間及び腐朽係教をみた。向比較するため「カツチJrコールクール」等によっ
ても染めたもむについても賓験を行った。其の結果を要約すると次の如くになる。

1 ) 村山及び川崎の賓験式に上記試験結果を代入し計算してその優劣を比較した。

2) iカツチJの1回慮理せるものは溶解茜しく未腐朽期聞は2週間程度に過ぎなかった。

2週間毎に染替せるものは操作の煩雑なる割合に未腐朽期聞が小でるるが1週間毎に染替

せるものは 1M日を経過しても減衰傾向は認められ，なかった，

「重クロム酸加里」で慮理したもDは然らざるものに比し約2傍C未腐朽期間が見られる

が減衰傾向が念激で問題を提供している。

3) rコーJLタール」は従来定置網に利用され来ったものであるが、今回。試験に於ても更に
その有効性が確認された。

「カツチJ+ iコールタール」は然らざるものに比して前回同様染料として優秀‘であると
とが分った。

4) 新製品中日東及び日石漁網染料は共に「カツチ」と大差は認め得られなかった。

5) 染料に依って染替する時期については減衰過程に入る以前に於て染替が行れることが効果

的である事が分った。

1) 寺田寅彦:

2) 田内森三郎:

3) 高安三弐:

4) 宇野道夫:

5) 右田 E男:

6) 右周五男:

7) 村111、川崎:

8) 川崎、上野:
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